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番号 標 題 年 月 日 点数 ファイル番号

1 鳥割 宝永4年 1 1

2 木下順庵被召出始終覚書 天和2年 1 1

3 御上京中日記 慶応元年 1 1

4 御備定等之儀ニ付奉窺趣等之留 文化10年 1 2

5 能楽番組等諸雑記 文政11年～明治7年 1 2

6 春藤流脇之記 年未詳 1 3

7 宮門出蘭曲仕舞 年未詳 1 3

8 能物語　貞享勧進帳駒井日記抄 年未詳 1 3

9 貞親記能楽抄 貞享3年～元禄13年 1 3

10 秀句音曲外題振舞 年未詳 1 4

11 江府公儀御寺上下御供方 年未詳 1 4

12 御勝手方諸事覚 寛政12年 1 4

13 懐中日記帳 元治元年 1 4

14 御定書等之写張 年未詳 1 5

15 寺社奉行支配頭分平土等年齢名書 享和2年 1 5

16 御家老方旧記抜書　政孝 延宝3年 1 6
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17 他国御備入之分 天明3年 1 6

18 御家老方雑記　政和 嘉永7年 1 6

19 政孝覚書　旧記書抜 安政4年 1 6

20 政隣記　大野木記　冨田旧記 享保元年～ 1 6

21 政隣記　文化2年 元亀元年～文化11年 2   ①②-7

22 たもと草 享保9年 3

　　①- 8

　　②- 9

　　③-10

23 安永2年　言上紙面扣 年未詳 1 11

24 支配方　早引 年未詳 1 12

25 日記覚帳 明和8年 1 13・14

26 加越能三州寺社古証文写 年未詳 1 15

27 元禄年中国絵図覚之扣 元禄11年2～9月 1 16

28 元禄年中国絵図覚之扣 天保3年11月写 1 17

29 元禄十三年ヨリ十五年迄端絵図之儀越前江之文通留也 年未詳 1 18

30 元禄年中国絵図留書（仮題） 年未詳 1 19

31 元禄年中国絵図留書（仮題） 年未詳 1 19

32
御算用場ヨリ御絵図之義ニ付相尋申品々十村共書付并飛州境道程之義ニ付郡御奉

行五ヶ山十村共紙面等之写
元禄年間 1 20

33 古郡文右衛門殿代官所并土方采女殿内藤七郎殿ニ御絵図之義ニ付書通之留 元禄年間 1 21



34 国絵図一巻扣帳始之抜書 元禄年間 1 21

35 越中（砺波郡之内御絵図之面今般吟味仕直申覚） 年未詳 1 22

36 越中之内相尋候所々覚 亥6月 1 22

37 越中国数ヶ村請之新田地所書載之御目録 天保6年 1 22

38 御親翰書抜 文化元年～文化5年 5

    ①②-23

    ③-24

    ④⑤-25

39 年寄中席要用書抜草稿 慶応2年 3

    ①-26・27

    ②-28

    ③-29

40 江府諸事留早操 安政3年 1 30

41 古キ執筆手留之内書抜 年未詳 1 31

42 承応三年ヨリ留書写 年未詳 1 32

43 跡目等諸事留書 文久元年～慶応3年 12 33～35

44 諸勤備忘集 年未詳 1 36

45 宝永五戊子覚書 年未詳 1 36

46 飛騨廃城之事外次第備忘録 元禄9年 1 37

47 正徳四年正月ヨリ八月迄 年未詳 1 37

48 御附札物等御請并窺紙面等之扣御引足米 天明4年 1 38

49 安永九年五月御餌指共近年能見郡今江村 年未詳 1 38



50 政隣記耳目甄録抜萃 慶長7年～享和3年 4

①-39

②-40

③-41

④-42

51 江戸御用留 安永7年～安政2年 1 43

52 御家老方取捌諸事覚書 嘉永2年 1 43

53 御年譜抜粋 万治3年～天明8年 1 44

54 御年譜抜粋 寛政2年～文化8年 1 44

55 寺社方御用番中留 文政13年 1 44

56 言上控 文政12年 2
①-45

②-46

57 寺社方御用番中留 文政12年 1 47

58 寺社方御用番中雑記 文政12年 1 47

59 寺社奉行被仰付候後雑記 文政9年 1 47

60 寺社奉行御用番中明忘録 文政11年 1 48

61 寺社奉行御用番中随筆記 文政10年 1 48

62 寺社方等御用略記 文政13年 1 49

63 寺社奉行役用留 文化3年 1 49

64 寺社方御用番中公私録　六月休官中明忘記 文政10年 1 50

65 寺社方支配方御用留帳 寛政2～4年 1 50

66 寺社方御用番留 天保9年 1 50



67 公事場御刑法者言上書等留 文政9・10年 1 51

68 公事場兼帯被仰付候以来随筆記 文政9・10年 1 52

69 言上明忘録 文政10年 1 52

70 公事場留帳目録 写 1 52

71 己二月御用留 写 1 53

72 仮書留 写 1 53

73 閨二月御用留 写 1 53

74 始而越後屋敷出席云々 写 1 53

75 五月主附帳 写 1 53

76 御凶変留 写 1 53

77 留書 写 1 54

78 留書 写 1 54

79 留書 写 1 54

80 留書 写 1 54

81 午四月御用留稿 写 1 55

82 未五月職事主附仮留 写 1 55

83 （四月）留書 写 1 55

84 午十月御用留 写 1 55

85 戊辰七月御用番中留 写 1 56



86 若年寄方 写 1 56

87 五月御用番中留 写 1 56

88 職事保留 写 1 56

89 （甲辰十月九日云々） 写 1 56

90 公私明忘録 文政10年 1 57

91 言上明忘録 文政10年 1 58

92 公事場御用番中雑記 文政10年 1 59

93 公事場御用番雑録 文政11年 1 59

94 公事場御用番記録 文政11年 1 59

95 言上記 文政12年 1 60

96 公事方御用番中留・寺社方御用番中留 文政12年 1 61

97 公事場御用番中留 文政12年 1 61

98 明忘録 文政11年 1 62

99 公事場御用番明忘録 天保10年 1 62

100 公私雑要録 文政9年 1 62

101 御用番中公私随筆録 文政9年 1 63

102 日用公私録 文政10年 1 63

103 公私随毫 文政12年 1 63

104 御代始ヨリ被仰出之品留 享和2・3年 1 64



105 備忘録 享和2年 1 64

106 随筆備忘録 享和2年 1 64

107 年華録 享和3年 1 65

108 公私明忘録 天保2年 1 66

109 公私明忘録 天保3年 1 67

110 言上頭書 天保4年 1 68

111 明忘録 天保4年 1 69

112 泰雲院様御大赦改書 天保6年 1 69

113 明忘私録 天保6・7年 1 70

114 四十九ヶ条々 延宝4年 1 70

115 御朱書もの留 嘉永2～6年 1 70

116 御留守二之丸人持番留 延宝7年 1 70

117 毎日御用留帳 天明4・5年 2
①-71

②-72

118 吟味者大綱 文化14年～文政2年 3

①-73

②-74

③-75

119 吟味簿 安政3年～文久2年 8

①②-76

③④-77

⑤⑥-78

⑦⑧-79

120 御家中江被仰出候御書立之写 天保13年 1 80



121 言上紙面扣 明和9年～安永2年 1 80

122 御城中杖并足袋願云々書式 年未詳 1 81

123 江戸并御当地御厩御入用壱件ニ付云々 天保8年 1 82

124 雑記 年未詳 1 82

125 飛州高山城在番始終之覚外 年未詳 1 83

126 心覚 文政7年 1 83

127 心覚 年未詳 1 83

128 御横目ヨリ平様調指越候義ニ付御用番江相達候紙面之留 文政元年 1 83

129 若年寄方年頭御先立等覚書 文化14年 2 ①②-83

130 日帳之内要用抜書 文化12年 1 84

131 日帳之内要用抜書 年未詳 1 84

132 今石動在役中諸雑 文化13年 1 84

133 巡見一件備志 年未詳 1 84

134 留書 年未詳 1 85

135 三里四方村附 天保2年 1 85

136 留書 年未詳 1 85

137 留書 年未詳 1 85

138 今石動氷見城端御用覚書 享保12年 1 85

139 言上留　１ 弘化3年 1 86



140 言上留　２ 弘化3・4年 1 86

141 言上留　４ 弘化4年 1 87

142 言上留　５ 弘化5年 1 87

143 言上留　６ 嘉永元年 1 88

144 言上留　７ 嘉永元年 1 88

145 言上留　８ 嘉永元～2年 1 89

146 言上留　９ 嘉永2年 1 89

147 言上留　１０ 嘉永3年 1 89

148 来年頭御作法 寛保3年 1 90

149 年頭御作法 享和3年 1 90

150 年頭御作法 丙辰 1 90

151 文化二年年頭御作法 文化2年 1 91

152 年頭御規式去春之御様子を以書立左之通 享保19年 1 91

153 己巳於御座所年頭御作法 年未詳 1 91

154 来年頭御作法書左之通 年未詳 1 91

155 御泊附道中御作法附有之御真翰写茂有之跡敷品也 年未詳 1 92

156 御寺参詣等之様子此度被仰出之上左之通相極 年未詳 1 92

157 御在国中御寺御参詣 明和8年 1 92

158 御表向御献上物 年未詳 1 92



159 毎月御寺御参詣等之覚 年未詳 1 92

160 支配方早引 年未詳 2
①-93

②-94

161 寺社奉行当用心得 年未詳 1 95

162 寺社御奉行御供心得方帳 元治元年 1 95

163 御米図 寛政2年 1 95

164 寛政元年之御収納を以同二年之御図り帳 年未詳 1 95

165 開作内考 年未詳 1 95

166 加越能定小物成散小物成用米并酒造米高帳 天明7年 1 95

167 若年寄方諸事 享保14年 1 96

168 御名代方心覚 文政6年 1 96

169 覚　文政六年癸未六月 文政6年 1 97

170 抜書覚 年未詳 1 98

171 覚帳 年未詳 2
     ①-99

     ②-100

172 覚帳 文政8年 1 101

173 諸事心覚手帳控 文政6年 1 102

174 書抜 年未詳 1 103

175 心覚　若年寄方日記 年未詳 1 104

176 書抜 文政8年～ 1 104



177 雑記 年未詳 1 105

178 江戸手控 嘉永4年 1 106

179 年中着服 文政10年～ 1 106

180 手控 明治 1 106

181 御知行割所定御入之覚 弘化4年 1 106

182 御在府詰人高　但定府共 安政2年 1 107

183 地廻割符鑑写 天明元年 1 107

184 御算用者定役并諸役品主附執事等 安政6年 1 107

185 覚帳 嘉永元年 1 108

186 越中筋升廻而御用罷越付心覚 天保10年 1 109

187 雑記目録 年未詳 1 109

188 公用　点記 年未詳 1 110

189 加越能三州山川田畠歩数しらへ 年未詳 1 110

190 御預地方留帳 寛政4年 1 111

191
御預三ヶ国御知行高万石以上より軽者迄并又家中下町人上百姓等迄人数高三ヶ国

産物并牛馬員数浦々川々船積員数舟数等記
年未詳 1 111

192 後年見合ニ可有相成品々留 天明8年～寛政5年 1 111

193 明和八年御加祢図帳御米図帳并御勝手方年寄中江相達候紙面等留 明和8年 1 112

194 諸事覚留帳 年未詳 1 112



195 諸御郡奉行并遠所町奉行中ヨリ差出候覚書留　異国船一件 寛政5年 1 112

196 御算用場御奉行蒙仰候届覚并役向覚書 天明5年 1 113

197 毎月并御祥月御鷹控 天保13年 1 113

198 御家中諸殺生不仕日　御祥月　公方様御当家 年未詳 1 113

199 御厩方従先年被仰出之御書立類等写 文政7年 1 113

200 嘉永六年六月若年寄方ヘ被仰出之趣相定御軍粧方等追々相伺候留 嘉永6年 1 113

201 弘化四丁未歳五月十九日於江戸表若年寄被仰付若年寄方席日記之内書抜 弘化4年 1 114

202 御余物拝領之覚書 天保11年 1 114

203
嘉永二庚戌年五月於江戸表年寄中と人持御役人御座候府内行粧供連之義付年寄中

会議之趣書抜
嘉永2年 1 114

204 若年寄方心覚留 年未詳 1 114

205 （謡曲次第） 年未詳 1 115

206 御奏者方諸事心覚留 寛政2年 1 115

207 文政七甲戌歳三月十七日仮御奏者被仰付候ニ付心覚留帳 文政7年 1 116

208 （留書） 寛文9年～享保15年 1 116

209 被仰出候覚 年未詳 1 116

210 備後守様御使者　田丸嘉近 享保15年 1 117

211 金谷御殿請所火消被仰付候一件留 嘉永2年 1 117

212 如来寺請所火消方日記 安政2年 1 117



213 天徳院請所火消方日記 文久2年 1 117

214 正月六日寺社方御礼帳 年未詳 1 117

215 諸事心覚之留 寛政3年 1 117

216 文政年中御符合之御合議ニ而諸向減銀しらへ帳 文政年中 1 117

217 火消方之儀ニ付御横目所ヨリ申来候一件 嘉永5年 1 117

218 毎月諸方御土蔵上納高留 天保2年 1 118

219 定火消方日記 嘉永7年・安政2年 1 118

220 御住居御入用高留 文政11年～天保3年 1 118

221 御手当方御用留 文政13年 1 118

222 天保四五年比御運方帳之内書抜 天保4・5年 1 119

223 寛政六年甲寅歳御家中と御在ヨリ為冥加一件指上候金銀米方御押紙面書抜 寛政6年 1 119

224 後年見合ニ可有相成品々留 文政13年～天保2年 1 119

225 享和三年七月相改候会所銀御貸附高留 享和3年 1 119

226 天保六年相改候会所銀御貸付渡高 天保6年 1 119

227 御改法後被仰出候品々留帳 天明6年 1 119

228 吟味方検使方両様留 寛政3・4年 5

     ①  -120

     ②  -121

 ③～⑤-122

229 富田織部抜書書帳之写 天明6年 1 123

230 御用番ヨリ相渡候覚書 寛政3年 1 123



231 御定等之留帳 寛政3年 1 124

232 町名帳 文政12年 1 124

233 能州口郡（川筋村名） 年未詳 1 125

234 惣構しらへ絵図　材木町筋書類 年未詳 13 125

235 （建物図解等　吾妻屋関係） 年未詳 5 126

236 （奉公人并足軽小者給銀書） 年未詳     1（4） 126

237 十二月廿日付井上井之助書状写外
文化6年・文化9年・

文化11年
4 126

238 （江州今津村等三ヶ村縮方）御上之覚 年未詳    1（11） 126

239
天保四年分金沢地米平均直段御算用場御印之切手壱通并御郡奉行添紙面入（金沢

地子米代銀書書付）
天保4年 7 126

240
天保十四年分百姓方御算用場御土蔵銀之内を以請取申四ヶ所之切手品々并金沢地

子米平均直段付等入
天保14年・弘化3年 2 127

241 明治元年分御用地地子米代切手四通 明治元年 12 127

242 天保二年分金沢地子米平均直段御算用場御印之切手壱通并御郡奉行中添紙面入 天保2・5年 2 128

243 下谷御前様より云々 年未詳    1（2） 128

244 一筆致啓上候相公様御機嫌克被成御座云々 年未詳 1 128

245 三輪豊左衛門外届書等廿二通 年未詳 22 129

246 留守中火事之定 年未詳 2 129

247 渡部弥平外届書等廿五枚　万治三年書類一通アリ 年未詳 8 129

248 前田伊織等並之人々嫡子肩書云々外 年未詳 13 130



249 脇田七兵衛書面外四通 年未詳 4 130

250 楊柳鏑矢免許状 天明元年 1 130

251 犀川定小屋上町地川除空地之内入札之詮義 安政3年 3 131

252 御昇進等ニ付書付　外二種々自一至十二 年未詳 12 131

253 微妙院様百五十回御忌云々 年未詳 1 131

254 意見封物等 年未詳 4 132

255 天保十四年江戸ヨリ申来御沙汰等或此表ニテ被仰覚書状等入 天保14年 8 132

256 加藤・志村・青木・戸田・横浜・辻・神谷由緒 年未詳 7 132

257 文化八年付札写并御直書写等 文化8年 9 133

258 御先祖参詣御代香名書等 年未詳 2 133

259 御出生之しらへ等 一至十四 年未詳 14 133

260 篠原織部書状等 年未詳 22 134

261 藤姫様御養女被遊度ニ付御親翰并御請等　自一至六 年未詳 8 134

262 不破和平書状等 年未詳 2 135

263 前田備前請書之留等 年未詳 5 135

264 前田備前御請書等 年未詳 5 135

265 高徳院様二百回御忌云々 年未詳 9 135

266 稲垣三郎兵衛書状 年未詳 1 135

267 御請草案等 年未詳 8 136



268 葛巻権三書状 元禄3年 1 136

269 塩川安左衛門書状 年未詳 1 136

270 御触書写等 年未詳 13 136

271 寺庵方覚書 年未詳 1 137

272 於江戸　集書 延宝7・8年 1 137

273 覚書　貞享二年改 貞享2年 1 138

274 覚書　寛文六年 寛文6年 1 138

275 前々覚書　慶長六年之事 慶長6年 1 138

276 覚書 寛永20年～寛文4年 1 138

277 覚書　三ヶ国古城等 年未詳 1 138

278 御在国御留守出仕刻限報付覚等 文化7年 1 138

279 御発駕前伺等并御留守中諸事覚 寛政10年 1 138

280 列立覚 年未詳 1 139

281 辰ノ二月八日火事ニ付大聖寺江急御使被仰渡候砌入用方之覚 年未詳 1 139

282 御留守支配帳 文化15年 1 139

283 江戸異変留 文化12年～ 1 139

284 御容方心覚 文化12年 1 139

285 御下屋敷辺御成之節仕出 年未詳 1 139

286 御船等古事伝承書帳 天保9年 1 139



287 御往来 寛文元年～享保2年 1 139

288 言上并内廻状留 文化7～13年 1 140

289 諸向江返書等之抜出 文政2年 1 141

290 （天明三年日記） 天明3年 1 141

291 巣見役之内不正之取組之者有之由改奉行前田主馬内ニ申聞候一件 天保6年 1 142

292 紙面之賦丁備忘 文化13年 1 143

293 （東照宮二百回忌御法令会之所云々） 文化12年 1 143

294 権左居屋敷之儀ニ付云々 年未詳 1 143

295 備忘 文政3年 1 144

296 御奏者番諸事留帳之内要用之ケ條抜書 年未詳 1 145

297 御船出来等伝承書上申帳 天保9年 1 145

298 組人数御切米御給金御扶持方米并自分知行高歳附帳 文政9・11年 1 145

299 古規一件　御用番江達方 年未詳 1 145

300 元禄十四年ヨリ正徳五年迄十五ヶ年分御収納御米図帳 元禄14年～正徳5年 1 145


